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基本情報
科目分類 開講年次 1・2年

時間割コード I304 開講区分 後期

開講科目名
多国間条約交渉論
（Multilateral Treaty
Negotiation)

曜日・時限 月3

主担当教員 柴田　明穂 単位数 2

担当教員一覧

詳細情報

授業のテーマと
到達目標

　法は極めて実践的な道具である。受講者は、「国際法が現場でいかに使われて
いるか」、そして「国際法を現場でいかにして使うか」という問題意識をもって
授業に参加し、多国間条約をめぐる国際交渉を具体的に分析し、自らそれを実践
することを通じて、国際法の理解を深め、国際法的技術を身につけることができ
る。本授業は、日本語コースに位置づけられるが、多国間条約交渉が通常英語で
行われることに鑑み、受講者は、日英両言語を駆使して授業に参加し、英語によ
るプレゼン能力(presentation)、起草力(drafting)、そして国際法実践力
(practical use of international legal techniques)を身につける。【EUIJ科
目】

授業の概要と計
画

　この授業では、教員が実際に参画した多国間条約交渉を例にとり、前半では、
その交渉経緯や関連する国際法上の論点、交渉上のテクニックなどにつき講義形
式で学び、後半では、当該交渉を再現し、学生が主要交渉国の代表となって、模
擬交渉を行う。条約交渉が、いかに交渉を担当する個人の力量に依存するかが理
解できると思う。
　授業で取り上げる交渉事例は、受講者の数や関心などを基に、授業開始後に決
定する。2011年10月には、有害廃棄物の越境移動を規制するバーゼル条約第
10回締約国会議がコロンビア・カルタヘナで開催され、いわゆるBan
Amendmentをめぐる国際法的交渉が行われる予定である。海外実習と連動させ
て、この事例を取り上げることも検討している。

成績評価と基準
　授業時の質疑応答ならびに議論への参加とその貢献度、実習（模擬交渉）への
取り組み方などを総合的に判断して、合計１００点満点で行う。

履修上の注意
（関連科目情報
等を含む）

2011年度前期「International Environmental Law」を履修していることを強
く勧めるが、履修要件とはしない。授業は日英両言語で行うが、条約交渉の実践
はほとんどが英語となる。



オフィスア
ワー・連絡先

　授業終了時に質問を受け付ける。その以外の場合は事前に電子メールにてアポ
イントをとること。

学生へのメッ
セージ

　交渉の準備や授業時間外に行われる「非公式交渉」など、しんどいこともある
と思うが、法的議論を駆使して相手を説得し、多数派を形成して交渉ゲームに勝
利していくプロセスは、なかなかスリルがあって面白いと思う。是非、体験して
いただきたい。

今年度の工夫
　まだ計画段階であるが、前期のInternational Environmental Law、10月に予
定するコロンビア・カルタヘナへの海外実習と連動されて、この多国間条約交渉
論を組み立てて行ければと思っている。

教科書 　テキストは指定しない。必読文献・資料等は授業時に配布する。

参考書・参考資
料等

　特になし。
参考資料

授業における使
用言語

日本語と英語（模擬交渉はほとんどが英語）

キーワード 国際法　条約　交渉

参考URL

担当教員一覧
教員 所属

柴田 明穂 国際協力研究科

閉じる


